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＜連絡事項＞
・検査科より、本日、定期心電図検査予定日でしたが、9/10（木）14：00～に変更いたします。当日、患者様の誘導等の介助をお願いいたします。
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　徳美様～排便-６日目、ケンエーＧ浣腸液処方となり実施。排便確認あり。
・木村　美智子様～排便-６日目、ケンエーＧ浣腸液処方となり実施。排便確認あり。
・佐々木　理佳様～不眠時の継続指示薬ルネスタ(1)５回分処方となる。
・鈴木　徳美様～本日介護認定の聞き取り調査あり。

＜入院・入室状況＞
・向谷地　忠様～東病棟Dユニット19号室→南病棟A118号室へ転出
 ＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放時は他室侵入迷惑行為見られており早めに開放観察終了している。奇声や自傷行為なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。体動活発さ見られ、ベッドから立ち上がろうとする動作あり介入する。身体拘束による皮膚トラブルや循環障害なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・鹿原　良三様～体幹・四肢身体拘束中。ケア時の大声や抵抗は持続。話し掛けに発語あるが、的を得ない発言聞かれる。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・両上肢拘束中。腰痛訴え8:50ロキソプロフェンNa(60)1T内服する。朝食は拒食、昼食は数口摂取。訪室する度に感情の波があり、苛々した発言も聞かれているが傾聴で穏やかになっている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00開放観察実施。他者交流はないが表情明るくホールで過ごされている。過度な飲水行為はみられず、対面時も穏やか。妄想言動なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・長瀬　伸也様～ホールで過ごされている。妄想発言なく対面時穏やか。不調の訴えなし。
・若沢　理子様～ほぼ自室で過ごしているが、不穏さなく対面時穏やか。拒薬もなし。
・木村　格治様～高圧的な言動なし。排泄行為も依存性無く自立している。血便なし。腹痛の訴えや不調の訴えなし。
・袴田　ハナヱ様～車椅子離床し、朝食1/4摂取。対応穏やかであるが
悲観的な言動や帰宅要求聞かれている。
・手塚　辰昭様～ほぼ自室で過ごしている。表情のやや冴えないが、対面時は穏やかで不穏さなし。帰宅要求もなし。
・下野　和生様～体温37.5℃～37.2℃。他バイタル異常、酸素飽和度の低下はない。痰鳴著明で適宜吸引実施。白色痰引けている。ケア時抵抗ないが身体の硬直持続。点滴トラブルなく経過。
・袴田　隆裕様～余暇時臥床して過ごす。対応穏やか。幻聴持続していると話すが、表情の硬さはない。
＜金Dr診察情報＞
・中村　真理子様～臨時薬、リスペリドン2mg→1mgへ減薬し継続処方。
・飯岡　未来様～作業療法へ積極的に参加し、Ｂユニットで過ごす時間を作るよう指示あり。臨時薬は同内容にて継続処方。
・河原木　きみゑ様～抑肝散・イクセロンパッチ中止し、ドネペジル塩酸塩OD錠３ｍｇが開始となる。
・小山田　政勝様～臨時薬、同内容にて継続処方。
・引木　勇雄様～臨時薬、同内容にて継続処方。
・中村　聡様～臨時薬、同内容にて継続処方。
　

・沖田　康夫様～臨時薬、同内容にて継続処方。
・袴田　ハナエ様～病状説明について、明日田中Ｄｒ．と相談し、金Ｄｒ．が家族連絡するとのこと。臨時薬、同内容にて継続処方。点滴３日分処方。
・戸耒　茂様～レボトミン(5)１Ｔ　夕食後７日分追加処方。

